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* 長野市立博物館分館 戸隠地質化石博物館 
　　　〒 381 4104 長野県長野市戸隠栃原 3400

　人物史の資料の連載として、東京都立大学で牧野
標本館の主任を務め、長野県内のフロラ調査にもご
活躍された水島正美氏（写真 1）を紹介する。

　水島 正美 氏 略歴（1925-1972）

1925（大正 14）年　東京府北多摩郡府中町（現東
京都府中市）生まれ
1944（昭和 19）年　北海道帝国大学予科農類卒業、
同大農学部水産学科に進む　
1946（昭和 21）年　宮部金吾の勧めで東京大学理
学部入学、1949 年植物学科卒業
1954（昭和 29）年　東京大学大学院修了（植物分
類学専攻）、資源科学研究所研究員
1958（昭和 33）年　東京都立大学牧野標本館新設
に伴い勤務
1960（昭和 35）年　東京都立大学助教授（牧野標
本館主任）
1961（昭和 36）年　「邦産ナデシコ科ハコベ亜科
の再検」で理学博士を取得
　東京薬科大学講師（1956 ～）、東京大学薬学部・
教養学部講師（1963 ～）、日本植物学会編集幹事・
同編集委員、日本植物分類学会幹事、植物研究雑誌
編集委員を務める。
1972（昭和 47）年　癌のため死去（47才）　

　水島正美氏は、原 寛 氏（1911 1986）の追悼文
（1972）によると、大学卒業のころにはすでに、日
本、特に北地の植物に精通し、広い知識をもってい
たという。氏の研究態度は非常に真面目で、論文を
書く時に少しでも疑問点があると、海外から標本を
借用して自ら確認し、一編の参考文献をも見逃さな
い慎重さだったそうである。氏の採集した標本には、
生育状態や葉のつや、花の色香などの生時の情報が
丹念に書き加えられており、また発表した論文の記
載や文献などの一行一行にその注意深さがよく表れ
ているという。
　水島氏はナデシコ科植物の分類を専門にし、特に
ツメクサ属やハコベ属、ワチガイソウ属について詳
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しい研究を発表しているが、他にもスミレ科やキク
科など、多数の科にわたって種・変種・品種・雑種
を命名・発表している。長野県植物誌 第Ⅱ編 植物
研究史（1997）によれば、氏が命名した分類群は
県内に合わせて 62あるという。
　以下は主に水島氏の長野県内での活躍について記
す。水島氏は京都大学基礎生物学研究所講師の横内
斎氏（1895 1980、写真 1）との交流が深く、大
学院生であった 1952 年の夏から横内氏とともに
木曽教育会が企画した御嶽山での調査に参加して
いる。この調査の中で二人が発見し、水島氏が命
名や発表に携わった分類群は下に挙げる 4種であ
る。学名は Ylist（米倉・梶田 2007 ）に倣い、そ
こに掲載されていない場合は横内斎著「信濃植物誌」
（1983）の記載を採用し *を付した（以降も同じ）。
1953 年、ミツモリスミレ Viola × pseudomakinoi 

M.Mizush. ex T.Shimizu（マキノスミレ×フイリフ
モトスミレ）木曽郡開田村三ツ森山、オンタケナナ
カマド Sorbus × yokouchii M.Mizush. ex T.Shimizu
（タカネナナカマド×ウラジロナナカマド）御岳山
山頂付近（標高 2950 ｍ）、タニタデモドキ Circaea 

× kisoensis Mizushima*（タニタデ×ミズタマソ
ウ、現在ミズタマタニタデと呼ばれる）木曽郡開
田村西野、1954 年、ウラジロフサザクラ Euptelea 

写真 1．水島正美氏（右）と横内斎氏（左）．
　　　提供 横内文人氏
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polyandra Siebold et Zucc. f. hypoleuca M.Mizush. et 
Yokouchi 御嶽飛騨口小坂町落合。
　水島氏はこの調査に 1954 年までに 4回参加し、
成果は御嶽駒ヶ嶽総合調査会編の「御嶽研究 自然
編」（木曽教育会 1958）に「木曾御嶽高等植物目
録」として 60 ページにわたって掲載されている。
また、この調査とは別に木曽地域では、1967 年
に、木曽郡南木曽町田立で横内氏とともにキソオ
ニツルツゲ（ツルモチ）Ilex × makinoi Hara var. 
× austrokisoensis Mizushima*（ヒメモチとホソバ
ツルツゲの雑種、長野県植物誌（1997）では Ilex 
leucoclada (Maxim.) Makino × I. rugosa F. Schmidt 
var. stenophylla (Koidz) Sugim.）を発見し、スル
ガジョウロウホトトギス Tricyrtis ishiiana (Kitag. 
et T.Koyama) Ohwi et Okuyama var. surugensis 

T.Yamaz. を県内初認している。
　また、水島氏は下水内教育会主催の生物調査（植
物班）の講師として横内氏とともに招かれている。
水島氏が参加したのは 1953 年 8 月と翌年 5月に
行われた、栄村の野々海や飯山市の斑尾山、茶屋
池、富倉などでの調査である。この 1953 年の調査
の際に、飯山市斑尾山麓において水島氏と横内氏に
よって、オクノサワフタギSymplocos chinensis (Lour.) 
Druce var. terrae-nivosae M.Mizush. とメウスユキハ
ナヒリノキ Eubotryoides grayana Hara var. pruinosa 

Hara f. psilocarpa Hara*（ウスユキハナヒリノキの
子房に毛のない品種）が発見されている。
　この調査で記録された野々海池湿原の植物相は
「植物研究雑誌」（1953）に両氏によって報告され
た。貯水池になる前で高層湿原を形成しており、本
州では 3 ヶ所目となるチシマウスバスミレ Viola 
hultenii W.Becker を記録している。また、水島氏は
このとき見られたコシジタビラコ Trigonotis brevipes 

(Maxim.) Maxim. var. coronata (Ohwi) Ohwi の分類
について、野外植物研究会会誌「野草」（1954）上
で検討している。
　この調査は、1956 年に水島氏と横内氏によっ
て「下水内郡植物誌」としてまとめられており、水
島氏が清水建美氏（1932-2014）へ謹呈した同書
が、現在、長野県環境保全研究所の「清水建美蔵
書」に収められている（写真 2）。なお、下水内郡
教育会による調査は 1961 年まで続いており、こ
の調査に関連して、以下の植物が水島氏と横内氏
によって発見、命名されている。1956 年、ウラ
ジロシナノキ Tilia japonica Simonk. f. glaucescens 
Mizushima* 下水内郡水内村（現栄村）、1957 年、

オオケイタドリ（ウラゲオオイタドリ、アイイタド
リ）Reynoutria × mizushimae Yokouchi ex T.Shimizu
（オオイタドリ×ケイタドリ）飯山市滝の腋、1961
年、コシジドコロ Dioscorea septemloba Thunb. var. 
platyphylla M.Mizush. ex T.Shimizu 下水内郡栄村和
山、オクノケウスノキ Vaccinium hirtum Thunb. var. 
lasiocarpum Koidz. f. leiocarpum Mizushima*（マル
バカクミノスノキの多毛品、果実も有毛）下水内郡
水内村森、ウスユキスノキ Vaccinium smallii A.Gray 
f. giaucinum Mizushima*（オオバスノキの葉裏が灰
白色の品種）下水内郡。また 1959 年ごろに野々海
池で、ツルタチツボスミレ Viola grypoceras A.Gray 
var. rhizomata (Nakai) Ohwi を水島氏や横内氏、下
水内郡の植物委員が県内で初見しているが、この地
が貯水池となって以降、絶えている。
　水島氏は 1958 年 8 月に発行された藤沢正平著
「志賀高原の植物」の校閲と、これに関連した標本
の同定を行っている。しかしこのときはまだ下高井
郡山ノ内町の志賀高原を訪れたことがなかったの
で、おそらく横内氏や下水内郡教育会の会員を通じ
ての依頼だったと思われる。氏が実際に志賀高原を
訪れたのは、この年の 8月中旬に野外植物研究会
による特別採集会が 1泊 2日で開催された際であ
り、悪天候の中、岩菅山を登っている。また、同月
下旬には同地で 1週間の調査を行っている。そし
てこれらの結果の一部を「野草」（1959-61）に「『志

写真 2．水島正美氏が清水健美氏へ謹呈した「下水
　　　内郡植物誌」．提供 長野県環境保全研究所
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賀高原の植物』について」と題して 3回連載し（連
載のタイトルが、－ (1)、－ (2)、－ (2) と、(2) が 2
つあることに注意）、同著の目録を訂正・補足して
いる。なお、ここで氏はヒメハナワラビ Botrychium 
lunaria (L.) Sw. を初採取したと記している。また、
同じ下高井郡内では、1961 年に木島平村のカヤの
平で、オオバタチツボスミレ  Fisch. 
ex DC. subsp. sachalinensis W.Becker を横内氏らと
県内で初見している。
　以上の地域以外では、1957 年に大町市中綱湖
で、シロオオバコ Plantago asiatica L. f. ochranthera 

M.Mizush. を発見・命名している。また、1959 年
ごろ北安曇郡親海湿原でホロムイソウ Scheuchzeria 
palustris L. を横内氏らとともに県内で初見してい
る。1960 年 9月には、横内氏、浜 栄助氏（1925-
1996）らとともに美ヶ原を、1964 年 5月には同じ
く横内氏、浜氏らと下諏訪～東俣～霧ヶ峰を訪れ、
採集を行っている。このとき東俣ではフギレミヤ
マスミレ Viola eizanensis Makino × V. selkirkii Pursh 
ex Goldie（エイザンスミレ×ミヤマスミレ）を記
録している。さらに 1965 年 9月には、県外ではあ
るが横内氏とともに新潟県糸魚川市蒲原温泉で、シ
ダレシナノキ Tilia japonica (Miq.) Simonk. f. pendula 
Mizushima* を発見・命名している。
　次に、県内で発見され、水島氏が命名した植物の
分類群を以下にあげる（（）内は発見者）。未発表の
裸名が多く、網羅されていないことをご容赦願いた
い。
　ミカドススキ Miscanthus sinensis Andersson f. 
fastigiatus Mizushima* 1964 年、 更 埴 市 八 幡 大
池（横内斎）、ムラサキオオエノコロ Setaria × 
pycnocoma (Henrard) Nakai f. purpurascens (Honda) 
Mizushima* 1956 年、下水内郡栄村（横内）、オン
タケイチゲ  L. var. nuipponica 
Tamura f. semiplena Mizushima* 1968 年、 御 嶽
（奥原弘人）、ウスベニトリアシショウマ Astilbe 
thunbergii Miq. var. congesta H.Boissieu f. rosipetala 

Mizushima* 1966 年、更科郡聖山（峯村まさ）、
シロバナハイメドハギ Lespedeza serpens Nakai 
f.  Mizushima* 1965 年、北安曇郡小谷村
（横内）、ミカドメドハギ（ハイメドハギとネコハ
ギの推定雑種）Lespedeza × hybrida Mizushima* 
1964 年、更埴市八幡大池（横内）、クビキダ
イ コ ン ソ ウ Geum japonicum Thunb. f. yokouchii 

Mizushima* 1956 年、新潟県中頸城郡牧村原・下
水内郡栄村（横内）、トガクシズミ Malus sieboldii 

Regel f. sanguinolenta Mizushima* 1965 年､ 上 水
内郡戸隠村（ 横内ら ）、シダレウワミズザクラ
Padus grayana Maxim. f. pendula Mizushima* 1961
年、南安曇郡穂高町（横内）、ノリクラナナカマド
Sorbus × commixloides Mizushima* 1961 年、南安
曇郡乗鞍岳（横内）、シロバナエゾノタチツボスミ
レ Viola acuminata Ledeb. f. leucantha Mizushima* 
1961 年東筑摩郡四賀村（横内）、シラユキスミレ
Viola verecunda A.Gray f. candidissima M.Mizush. ex 
E.Hama et Nackej. 1960 年、諏訪市（浜栄助）、シ
ロバナグンナイフウロ Geranium eriostemon Fisch. 
var. reinii Maxim. f. alba Mizushima* 1967 年、 小
県郡菅平高原（横内ら）、トゲナシイヌザンショ
ウ Fagara mantchurica Honda f. inermis Mizushima* 
1957 年、下水内郡水内村（横内）、キクザキタカネ
ミミナグサ Cerastium rubescens Mattf. var. koreanum 
(Nakai) E.Miki f. tetraschistum M.Mizush. 1908 年、
北安曇郡白馬岳（牧野富太郎）、シロガネセンノ
ウ Lychnis miqueliana Rohrb. f. argyrata M.Mizush. 
1954 年、軽井沢町離山（佐藤邦雄）、ミユキヤマ
ガキ（ヤマガキの枝垂れ型）Diospyros kaki Thunb. 
var. sylvestris Makino f. nana Mizushima* 1965 年、
更埴市金毘羅山（横内）、ケナシシロシャクヤク（ケ
ナシシロヤマシャクヤク）Paeonia obovata Maxim. f. 

 M.Mizush. ex T.Shimizu 木曽郡楢川村（奥
原弘人）、ニシノシャクナゲ（フナシオオシャク
ナゲ）Rhododendron metternichii Sieb. et Zucc. var. 
honcoense Nakai f. apunctatum Mizushima* 1928
年、木曽郡開田村（横内・小泉秀雄）、アイダヤマ
ツツジ Rhododendron kaempferi Planch. f. stenolobam 

Mizushima* 1948 年、東筑摩郡四賀村（横内）、ナ
ギソミツバツツジ Rhododendron reticulatum D.Don 
ex G.Don f. trichostylum M.Mizush. 1956 年、西筑
摩群山口村（奥原）、ホシザキヒルガオ Calystegia 
japonica Choisy f. asterantha Mizushima* 1968 年、
長野市若槻（横内文人）、ベニバナラショウモン
カズラ（アカバナラショウモンカズラ）Meehania 
urticifolia Makino f. purpurina Mizushima* 木 曽 地
方（ 奥原 ）、シロバナクガイソウ Veronicastrum 
sibiricum Pennell var. japonicum H.Hara f. leucanthum 
Mizushima* 1965 年、下水内郡苗場山（横内ら）、
シロバナタテヤマウツボ Prunella prunelliformis 

(Maxim.) Makino f. albiflora M.Mizush. 1955 年、
北安曇郡北城村八方山（鈴木健）、アズマヤコゴ
メ グ サ Euphrasia insignis Wettst. f. porphyrantha 

Mizushima* 1966 年、小県郡菅平高原四阿山
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（横内ら）、シロバナヨツバシオガマ Pedicularis 
chamissonis Steven var. japonica Maxim. f. pallida 
Mizushima* 1961 年、南安曇郡乗鞍岳（横内ら）、
シロバナオニシオガマ Pedicularis nipponica Makino 
f. alba M.Mizush. et Yokouchi 1954 年、下水内郡
野々海（横内）、ナカブサホタルブクロ Campanula 
punctata Lam. subsp. hondoensis Kitam. f. argustifolia 

Mizushima* 1961 年、南安曇郡穂高町中房温泉
（横内）、トガクシサワギキョウ Lobelia sessilifolia 

Lamb. f. sabbicolor Mizushima* 1963 年、上水内郡
戸隠高原（横内）、シロバナエゾノコンギク Aster 
ageratoides Turcz. subsp. ovatus (Franch. et Sav.) 
Kitam. var. yezoensis Kitam. et H.Hara f. candidus 

M.Mizush. 1958 年、更科郡大岡村（峯村）、ナメラ
コウゾリナ（ケナシコウゾリナ）Picris hieracioides 

L. subsp. japonica (Thunb.) Krylov f. laevicaulis 

M.Mizush. ex T.Shimizu 1963 年、岡谷市川岸（横
内ら）、シロバナタカネヒゴタイ Saussurea triptera 

Maxim. f. albiminor Mizushima* 1968 年、南佐久郡
金峯山（横内）、シロナベナ Dipsacus japonicus Miq. 
f. leucocephala Mizushima* 1963 年、更科郡大岡村
（横内文人）、チクマゼリ Oenanthe javanica A.P. de 
Candolle f. rosipetala Mizushima* 1971 年、東筑摩
郡四賀村（横内）。
　水島氏はこのように、植物分類学者として長野県
の植物相の解明に大きな功績を残されている。それ
は、氏が地方の在野の研究者との交流を大切にされ
ていたことを示すものでもある。氏は大学予科生の
ときにすでにアマチュアの同好会である野外植物研
究会（初代会長、檜山庫三（1905 1967））に所属
しており、会誌「野草」に多くの原稿を寄せている。
また、雑誌「科学」（1940）掲載の「アマチュア・
ボタニストの育成」の記事には、専門家はアマチュ
アに知識を提供し、一部でもその要請に応え、アマ
チュアの層を厚くすることによって、専門家が得ら
れる資料の質も向上するという、両者の間で自然と
生まれる give and take の関係を理想とすることを
記している。この時代よりも現在は、両者の間の垣
根を意識せずにいられるのは、水島氏をはじめとす
る先人達が、専門家とアマチュアとの間の橋渡しと
なり、植物学の普及に努められたおかげであること
を感謝したい。
　なお、日本蘚苔類学会第 9代会長を務めた水島
うらら氏（1927 2010）は、水島氏の妻であり、
大学学部 4年か大学院生であった水島氏と出会い、
原寛夫妻の媒酌で婚姻を結ばれている。二人の野外

調査の記録は「野草」に掲載されており、上述した
野外植物研究会主催の 1958 年の志賀高原での採集
行にも同行している。水島氏が 1972 年に癌のため
47 歳の若さで亡くなられた後、長野県植物研究会
に入会しており、会誌第 13号（1980 年 5月発行）
から 39 号（2006 年 6 月発行）まで名簿に名前が
掲載されている。
　本稿をまとめるにあたり、以下の資料と水島氏の
業績を参考にした。また、横内文人氏と長野県環境
保全研究所からは貴重なお写真をご提供いただき、
大塚孝一氏からは適切なご意見をいただいたこと
に、深く感謝を申し上げる。
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